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  会長挨拶     これからの進路指導・キャリア教育 

全国中学校進路指導・キャリア教育連絡協議会  

会 長 佐藤 圭一 

 令和３年度、全国中学校進路指導・キャリア教育連絡協議会の会長を務めさせていただきます。

楠美先生の後任は、大変な重責ではありますが、全国中学校の進路指導・キャリア教育のさらなる

発展のため、微力ながらお役に立てればと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、全国大会をはじめ、各研究大会が中止

または紙上発表となりました。今年度も少なからずコロナ禍の影響があり、令和３年７月２８日、

２９日に予定していた全国大会も中止が決定しました。数年前より準備を進めてこられた関係者の

皆様のお気持ちを考えると残念でなりません。新型コロナウイルス感染症が終息し、日常が早く戻

ることを願っています。 

さて、令和３年度より新学習指導要領が完全実施となりました。今回の改定で初めて「キャリア

教育」の文言が明記されました。学習指導要領では、「総則 第４ 生徒の発達の支援１（３９） 

生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて必要な

基盤となる資質・能力を身につけていくことができるよう、特別活動を要としつつ、各教科等の特

質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。その中で、生徒が自らの生き方を考え、主体的に進

路選択することができるよう、学校の教育活動全体を通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこ

と。」とあります。意図的・計画的にキャリア教育の視点をもった学校教育全体における指導をさ

らに推進することが求められています。具体的には、各教科を始めとした授業において、基礎的・

汎用的能力の育成に取り組むことが必要です。各校で今までに蓄積してきた体験的な活動や進路学

習を各教科の学習にいかに関連づけて生かしていくかが重要になってきます。それぞれの地域や学

校の現状に合わせて指導することが必要となってきます。 

 社会は、Society5.0 と呼ばれる技術革新の時代に入っています。「ドローンによる宅配」「農

業などの自動化」「自動運転」「スマートフォンによる決済」など、１０年、２０年前では考えら

れなかった夢のようなことが現代では実現しています。様々なモノがインターネットにつながり、

ＡＩが情報処理をして判断する。世の中が便利になると同時に考えなくてはならないことが「関わ

り方」ではないでしょうか。人間と人間の関わり方もそうですが、コンピュータと人間の関わり方

についても考えなくてはならないことの１つです。ＡＩは、膨大なビックデータをもとにより最適
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な「解」を導き出してきます。しかし、最終的に判断を下すのは人間です。ＡＩの出した「解」を

１００％信用したり、逆に疑ったりするのではなく、実現の可能性や周辺環境の様々な要因を組み

合わせて判断しなくてはなりません。これからの変化の激しい社会において、生徒の「生きる力」

「学ぶ意欲」を育成し、「主体的に自己の将来について考える力」を育てることはすなわちキャリ

ア教育の充実に他なりません。１０年先の社会の第一線で、夢や希望をもち、常に挑戦していく意

識をもって活躍できる人材の育成が中学校としての重要課題です。 

 本会では、全国の実践を広くお知らせする機会を設定したり、各ブロック・学校での実践に対す

る情報を提供したりする中で、全国の各中学校における進路指導・キャリア教育が一層発展・充実

するよう努めてまいりたいと考えています。 

 全国の先生方と協力して、進路指導・キャリア教育を推進して参りたいと考えていますので、本

会の活動に今後ともご支援・ご協力のほどお願いいたします。 

 

第６９回 進路指導・キャリア教育研究協議会 全国大会（中止） 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となりました。 

令和３年７月２８日（水）発表予定だったの内容をお知らせいたします。 

～主題～ 「新学習指導要領に向けた進路指導・キャリア教育の一層の推進を目指して」 

１．分科会内容  

第１分科会  協議分野「進路学習・キャリア教育の計画と実践」 

提案・発表者 千葉県成田市立西中学校  校長 中條 専一 

提案・発表者 岐阜県瑞穂市立穂積中学校 髙橋 正光 

第３分科会  協議分野「中学校における進学・就職への指導・援助の在り方」 

提案・発表者 青森県弘前市立第一中学校 校長 松山 正男 

提案・発表者 東京都世田谷区立深沢中学校 主任教諭 深沢 享史 

第５分科会  協議分野「中学校におけるキャリア教育の在り方」 

提案・発表者 北海道別海町立別海中央中学校 主幹教諭 松本 秀雅 

提案・発表者 熊本市立北部中学校  教諭 池田 優平 

２．小学校・中学校分科会 

協議分野「小学校・中学校における進路指導・キャリア教育の諸問題とその解決」 

提案・発表者 東京都稲城市立南山小学校 校長 山根 まどか 

３．令和３年度 各地区（ブロック）大会の概要 

（１） 第４７回関東甲信越地区 中学校進路指導研究協議会栃木大会 

大会主題「将来を見据えて自己の生き方を広げる進路指導」 

～学ぶ意欲を高めるキャリア教育を通して～ 

第１分科会「各教科」        第４分科会「総合的な学習の時間」 

第２分科会「道徳」         第５分科会「縦の連携」 

第３分科会「特活、学級活動」    第６分科会「横の連携」 

・・・＊コロナ禍、大会が中止となり活動できませんでしたこと、関係の皆様にお詫び申し上げます。 


